
















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































30 井上円了「余の所謂禅宗」（『禅宗』 4号、1896年、 2月）、 7 - 8 頁。
31 前掲、井上円了『禅宗哲学序論』、297頁、「もし特に禅宗の悟道を心理学上
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に考うるときは、意志作用に属するをもって、余はこれを意宗といわんとす。
しかして禅門にあるものは必ずいわん、本宗は決して智情意の階梯により
て真如の本境に到達するにあらずして、ただちに単騎突進して不可思議城
内に超入するものなり、故にこれを単伝直指教外別伝というなりと。」
32 加藤咄堂『仏教概論』（護法書院、1892年）、 9頁では、仏教の哲理につい
て「井上氏佛教活論ヲ参看スベシ。」と述べられている。
33 加藤咄堂『禅学観』（東亜堂、1912年）、32頁。
34 釈宗演『拈華微笑』（丙午出版社、1915年）、10頁。
35 前掲、釈宗演『拈華微笑』、66頁。
36 前掲、拙稿「井上円了と「現象即実在論」の影響」では、円了の『活論』
以降、「現象即実在論」的な思想を持つ思想家や仏教者の間で、広く水波の
比喩が使われていたことを指摘している。
37 前掲、釈宗演『拈華微笑』、58頁。
38 前掲、伊吹敦「佛敎は哲學なりや宗敎なりや」、229頁で「哲學や社會倫理（國
民道德）から切り離された宗敎獨自の意義の認識と佛敎の「宗敎」化が看
て取れることを明らかにした。」と述べられるように、円了の仏教を哲学的
に解釈するという議論は次第に勢力を失っていき、宗教を信仰の問題とし
て捉えるようになる。この点から見れば釈が『拈華微笑』を出版する1915
年頃は、円了の仏教の哲学的な解釈は、ほぼ支持を失っていたと考えられる。
39 前掲、伊吹敦「佛敎は哲學なりや宗敎なりや」、219頁。
40 前掲、拙稿「井上円了と「現象即実在論」の影響」、69頁では、『新宗教論』
において「現象即実在論」に通じる記述がみられることが指摘されている。
41 前掲、伊吹敦「佛敎は哲學なりや宗敎なりや」、214頁。
42 前掲、伊吹敦「佛敎は哲學なりや宗敎なりや」、218頁。また、鈴木の円了
批判については手紙を紹介されたのは、佐藤厚「鈴木大拙の井上円了批判」
（『国際井上円了研究』 5号、2017年）が最も早い。
43 前掲、佐藤厚「鈴木大拙の井上円了批判」を参照されたい。
44 鈴木大拙「世の禅を評するものを継ぐ」（『鈴木大拙全集』増補新版30巻、
岩波書店、2002年）、53頁。
45 前掲、鈴木大拙「世の禅を評するものを継ぐ」、52-53頁。
46 鈴木大拙「妄想録（『日本人』）」（『鈴木大拙全集』増補新版30巻、岩波書店、
2002年（1898））、113頁。
47 鈴木大拙「妄想録（「反省雑誌」）」（『鈴木大拙全集』増補新版30巻、岩波書店、
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2002年（1898））、140頁。
48 佐藤厚「井上円了のキリスト教批判─明治期の仏基論争における位置─」
（『東アジア仏教学術論集』 3号、2015年）、260頁、『活論』で聖道門に分類
される宗派は、天台宗、華厳宗、俱舎宗、法相宗である。
49 鈴木大拙「雑砕蔵」（『鈴木大拙全集』増補新版30巻、岩波書店、2002年）、
205頁、「而して宗教は之に反し科学の全く照す能はざる一大暗黒即ち此一
大神秘そのものを捕へ来りて本旨を其処に据ゆ。」
50 前掲、鈴木大拙「雑砕蔵」、205頁。
51 前掲、鈴木大拙「雑砕蔵」、204頁、「宗教の極致は以心伝心のの処に在り、」
52 鈴木大拙「禅話両則」（『鈴木大拙全集』増補新版30巻、岩波書店、2002年
（1912））、454頁。
53 鈴木大拙『禅の第一義』（『鈴木大拙全集』旧版18巻、岩波書店、1969年（1914））、
280-281頁。
54 前掲、鈴木大拙『禅の第一義』、351頁。
55 前掲、井上円了『禅宗哲学序論』、305頁では禅の見性成仏について「絶対
の大海」に入ることが悟りであるという説明がみられる。
56 前掲、鈴木大拙『禅の第一義』、340頁。
57 前掲、鈴木大拙『禅の第一義』、349頁。
58 前掲、伊吹敦「佛敎は哲學なりや宗敎なりや」、219頁。
59 前掲、鈴木大拙『禅の第一義』、283頁。
60 前掲、拙稿「井上円了と「現象即実在論」の影響」では、清沢満之、村上
専精、元良勇次郎の間で水波の比喩が使用されていたことを指摘しておい
た。
61 前掲、鈴木大拙『禅の第一義』、279頁。
62 鈴木大拙『書簡一　一八八八－一九三九』（『鈴木大拙全集』増補新版36巻、
岩波書店、2004年（1902年））、130頁。
63 前掲、伊吹敦「佛敎は哲學なりや宗敎なりや」、227頁。
64 前掲、伊吹敦「佛敎は哲學なりや宗敎なりや」、227頁。
65 前掲、鈴木大拙『書簡一　一八八八－一九三九』、222頁。
66 前掲、鈴木大拙『禅の第一義』、270頁。
67 前掲、鈴木大拙『禅の第一義』、352頁。
68 前掲、鈴木大拙『禅の第一義』、352頁。
69 前掲、鈴木大拙『禅の第一義』、268頁
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70 前掲、鈴木大拙『書簡一　一八八八－一九三九』、132頁。
71 碧海寿広『近代仏教の中の真宗　近角常観と求道者たち』（法蔵館、2014年）
では、近角常観において、哲学的な仏教解釈を批判し、宗教体験を語ると
いう手法が見られることが指摘されている。
